






























中心に――」（『江戸文学』第 41 号特集「軍記・軍書」、2009 年 10 月、ぺりか









月）、「小林多喜二『蟹工船』韓国語新訳出版」文波浪（韓国）（2008 年 8 月）、
「世界は「蟹工船」をどう読んでいるか＋「蟹工船」上映会」に出演（渋谷ヒ
ルサイドプラザホール）（2009 年 5 月）、「小林多喜二『蟹工船』の「集団描
写」―日本自然主義との関係から」、『中央大学大学院研究年報』（文学研究科
編）39 号（2010 年 2 月）、2012 年小樽小林多喜二国際シンポジウムで「『蟹工















（MOHAMMAD MOINUDDIN,“Exploring the Idea of Self in Modern 
Japanese Literature――Reading the Masterpiece of Shiga Naoya“WAKAI”





























河」の漢詩を中心に」(『和漢比較文学』、第 49 号、2012 年 8 月、刊行予定 )、
「『新撰万葉集』における漢詩と和歌――上恋 101 を中心に――」（『言葉と文










いて」『Folia Orientalia』第 47 号（ポーランド科学アカデミー 2010）、「老方
対若方～『吾妻鏡』建暦二年十一月八日条を繞りて～」『日本学研究』第 21 輯
（学苑出版社 2011）、「褻晴の境目にて～「女絵」「男絵」の観点から『源氏物
語』の絵合～」『Analecta Nipponica』第 1号（ポーランド日本研協会 2011）、
翻訳に『更級日記』［ポーランド訳語］『日林』第 14 号（2007）等がある。
鷺山　郁子（サギヤマ・イクコ）
フィレンツェ大学教授
　東京外国語大学修士課程修了。ナポリ東洋学大学、及びローマ大学で日本語
講師を勤めた後、フィレンツェ大学教官に就任、現在に至る。特に日本韻文文
学の分野で様々な論文を発表しているが、『古今和歌集』のイタリア語全訳の
上梓に見られるように、平安文学が主な関心分野である。
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